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HDL-XVWシリーズ 必ずお読みください

□ HDL-XVシリーズ（1式：本体1台、カートリッジ4台） □ 電源ケーブル（1本）
□ LANストレートケーブル （1本）  □ ロック(LOCK)キー（2個）
□ サポートソフトCD-ROM（1枚） 
□ バックアップソフト[ActiveImage Protector Desktop Edition] CD-ROM（1枚）
□ インデックスシール（4枚）   
□ 管理マニュアル（1冊）  □ 必ずお読みください（1枚）［本紙］

箱の中を確認する

各部の名前

使用上のご注意

■本製品に作成する共有には、「指定ユーザー」および「指定グループ」に、読み書きのアクセス制限を個別に設定
することができます。
■本製品に登録可能なユーザー数は最大300個、グループ数は最大100個までとなります。
　1グループに登録可能なユーザーは300ユーザーまでとなります。
　※登録するユーザー情報（ユーザー名、パスワード）は、WindowsまたはMac OSへログオン時のユーザー
　　情報と一致したものを登録する必要があります。
■設定時に使用できる文字や文字数には制限があります。詳細は、画面で見るマニュアルをご覧ください。

共有、ユーザー、グループの設定時の注意

本製品出荷時には、本製品に接続できるすべてのユーザーが読み書きできる［disk1］という共有フォルダーがあ
ります。新規に共有フォルダーを作成することもできます。

全般の注意

■動作中に本製品や増設用ハードディスクの電源は切らないでください。故障の原因になったり、データを消失す
るおそれがあります。
■カートリッジを取り外す場合は、必ず［ACCESS］ランプが消灯してから取り外してください。
消灯していない状態で引き抜くと、故障の原因となったり、データを消失する恐れがあります。また、しばらく待っ
ても、［ACCESS］ランプが消灯しない（青点灯した）場合、そのカートリッジは取り外せません。再び［スライドス
イッチ］を［LOCK］状態に戻してください。
■本製品は、DHCPサーバーがある環境では、自動的にDHCPサーバーよりIPアドレスが割り当てられるため、
本製品のIPアドレスを設定する必要はありません。
　ただし、DHCPサーバーのない環境（パソコンにそれぞれ固定のIPアドレスを設定している環境）では、ネットワ
ークに応じたIPアドレスを設定する必要があります。（設定方法は、画面で見るマニュアルをご覧ください。）
■本製品はローカルネットワーク上でご利用ください。
　本製品にグローバルIPアドレスを割り当て、直接インターネットに公開すると非常に危険です。ルーターを設置す
るなどして、インターネットから攻撃を受けないようにするなど、お客様にてセキュリティ確保をお願いいたします。
■本製品を複数台ネットワークに導入する場合は、本製品のIPアドレスとLANDISKの名前をそれぞれ別々にする
必要があります。（設定方法は、画面で見るマニュアルをご覧ください。）
■本製品内蔵ハードディスクは、本製品専用フォーマットでフォーマットされています。
　他のフォーマット形式（FAT、NTFSなど）にフォーマットすることはできません。

■設定画面で表示されるハードディスク使用領域とWindowsからネットワークドライブに割り当てしてプロパティ
から見た使用領域の値は大きく異なります。
　本製品で使用するファームウェアの表示における仕様で、ハードディスク側には問題はありません。
　正しい使用領域は、本製品の設定画面からご確認ください。
■設定画面上から行うハードディスクのチェックディスク（［エラーチェックのみ行う］）に要する時間は、ハードディス
クの状態や容量により大きく異なります。
　通常は、非常に短い時間で終了しますが、ハードディスクの状態により、数分から数時間程度の時間を要すること
があります。
■ACCESS（アクセス）ランプ点滅中に本製品や増設用ハードディスクの電源を切らないでください。
　故障の原因になったり、データを消失するおそれがあります。
■本製品の管理者は、すべての共有フォルダーにアクセスする権限をもっています。（Windowsパソコンからアクセ
スする場合のみ）
　セキュリティーのため、共有フォルダーにアクセス時のパスワードを定期的に変更することをおすすめします。
■ファイルコピー中に本製品や増設用ハードディスクの電源を切るとコピーの処理が正常に行われません。本製品
や増設用ハードディスクのACCESS（アクセス）ランプを確認の上、電源を切ってください。

本製品および増設ハードディスクのデータ管理について

USB機器、eSATA機器を接続する際の注意

■本製品前面および背面のUSBポート（１、２）やeSATAポートには、対応機器以外の機器は接続しないでくだ
さい。
　（USBハブも接続できません。最新の対応USB機器およびeSATA機器は、弊社ホームページ
http://www.iodata.jp/をご覧ください。）
■省電力設定の対応機器は、弊社ホームページhttp://www.iodata.jp/をご覧ください。
　（省電力設定の動作確認機種以外には省電力設定を有効にしないでください。）
■本製品本体とeSATAハードディスクでミラーリングを構築する場合は、内蔵ボリューム１の容量と同じ、ある
いは大きい容量のeSATAハードディスクを接続してください。
■バスパワーで動作するハードディスクは接続できません。
■eSATAポートにポートマルチプライヤー（Port Multiplier）は接続できません。
■何らかの原因により、デジカメやUSBメモリーより正常にデータをコピーできなかった場合の写真などのデ
ータの補償に関して、弊社は一切の責任を負いません。必ず、転送が完了した後、転送内容をパソコンなどによ
りご確認ください。
■ファイルコピー中に、ポートに接続した機器の接続や取り外しをしたり、本製品やハードディスクの電源を切ら
ないでください。
　コピーの処理が正常に行われません。故障の原因になったり、データを消失するおそれがあります。
■NTFSフォーマットのハードディスクには書き込みはできません。読み込み専用となります。

■本製品増設ポートに増設できる機器については、左の【本製品のUSBポートにつながる機器】および【本製品
のeSATAポートにつながる機器】をご覧ください。
■本製品に増設するハードディスクは、下記のフォーマット形式に対応しています。

本製品での対応

パソコンに接続した場合

対応フォーマット形式
FAT※1 NTFS※1

読み書き可※2 読み込みのみ可※3

読み書き可読み書き可

NTFSでフォーマットする場合は、ハードディスクをパソコンに接続し、パソコン上からフォーマットしてください。
（方法については、ハードディスクの取扱説明書をご覧ください。）
本製品に接続後、FAT32または専用フォーマットにフォーマットすることもできます。
ファイルシステムの制限のため、ファイルサイズが4G バイト以上のファイルはコピーできません。
Mac OS の場合、NTFS 形式でフォーマットされた増設ディスクはマウントできません。 
添付ソフト「LANDISK Control Panel」をインストールし、「LAN DISK Backup Reader」を使用する必要があります。

※2
※3
※４

※１

専用※1

読み書き可

読み込みのみ可※4

ユーザー登録とサポートソフトのダウンロード
ユーザー登録やサポートソフトのダウンロードは、次のサイトで行えます。
その際は、シリアル番号（S/N）が必要です。シリアル番号（S/N）は本製品に貼られているシールに
「ABC0987654ZX」のように印字してあります。
・ユーザー登録    http://ioportal.iodata.jp/
・サポートソフトのダウンロード   http://www.iodata.jp/lib/

重要 最新ファームウェアでのご利用のお願い
本製品のハードウェア保証適用のために、ファームウェアまたはソフトウェアは常に弊社
が提供する最新版にアップデートしてご利用ください。
最新版でない場合、保証適用を受けられない場合もあります。

本製品は精密機器です。突然の故障等の理由によってデータが消失する場合があります。
万が一の場合に備え、定期的に「バックアップ」を行ってください。
弊社では、いかなる場合においても記録内容の修復・復元・複製などはいたしません。ま
た、何らかの原因で本製品にデータ保存ができなかった場合、いかなる理由であっても一
切その責任は負いかねます。

ハードディスクなどに保存されたデータを守るために、別の記憶媒体（ハードディスク、やBD・DVDメディアな
ど）にデータの複製を作成することをいいます。
外付ハードディスクなどにデータを移動させることは「バックアップ」ではありません。同じデータが2か所にあ
ることではじめて「バックアップ」をした事になります。
万が一、故障や人為的なミスなどで、一方のデータが失われても、残った方のデータは使えるので安心です。不
測の事態に備えるためにも、ぜひバックアップを行ってください。

バックアップとは

重要 データバックアップのお願い

◆カートリッジ
　以下の弊社ホームページを参照し、本製品の容量にあったカートリッジをお買い求
めください。
　http://www.iodata.jp/product/hdd/taiou/nas_hdd.htm

本製品のオプション品です。
各製品の詳細な情報は弊社ホームページ（http://www.iodata.jp/）をご確認ください。

オプション品について

◆ファン
RHD-FAN

※容量の大きいカートリッジに交換した場合、自動的に小さい容量に調整されます。
※交換用カートリッジにはRAIDシステムは入っていません。交換用カートリッジのみでRAIDを再構築するこ
　とはできません。
※HDL-XV2.0において、1.0TBの交換用HDDを4つ使用してHDL-XV4.0と同容量とする等、後から容
　量を増やすことはできません。

動作環境

設定に必要なソフトウェア   本製品を設定するには、以下のいずれかのバージョンのWeb
   ブラウザーが必要です。

 　本製品は、「LANインターフェイス及びUSBポートを搭載し、TCP/IPが正常に
 　動作するパソコン」に対応しています。
 　以下のOSでご使用の場合のみ、サポート対象とさせていただいております。

パソコン

Windows パソコン

Mac

機種 OS
Windows 8（32・64ビット）※1、Windows 7（32・64ビット） 、
Windows Vista（32・64ビット）、 Windows XP、
Windows Server 2012※2、Windows Server 2008※3※5、
Windows Server 2008 R2※3※5、Windows Server 2003 SP1※4※5、
Windows Server 2003 R2※4※5、Windows RT※1※6
Mac OS 10.4～10.8※7

※1 設定画面はデスクトップモードで、IE（インターネットエクスプローラ）10の互換モードを有効にしてご利用ください。
※2 フルインストールのみ対応
※3 Standard／Enterpriseのみ対応、Server Core モードには対応していません。
※4 Standard（32ビット）／Enterprise（32ビット）のみ対応しています。
※5 本製品上に作成した共有フォルダーへのアクセス、およびNTドメインログオン・Active Directoryログオン機能の
　　 み対応し、Webブラウザーによる設定画面操作、プリントサーバー機能等はサポート対象外です。
※6 設定画面のボリューム情報表示で、各ボリュームの詳細が正常に表示されません。
※7 ファームウェアは最新版をご利用ください。

  ・Internet Explorer バージョン6.0以上
  ・Safari バージョン3.0以上

本製品のeSATAポートやUSBポートにつながる機器 （最新情報は、弊社ホームページの製品情報をご覧ください。）

動作確認済み機種の最新情報については、以下の弊社ホームページの製品情報をご覧ください。
■増設HDD
　http://www.iodata.jp/product/hdd/taiou/landisk_hdd.htm
■USB機器・プリンター
　http://www.iodata.jp/product/hdd/taiou/landisk_function.htm
■UPS
　http://www.iodata.jp/product/hdd/taiou/landisk_ups.htm

注 意

●バスパワーモードのハードディスクは、本製品には接続できません。必ずセルフパワーモードでご利用ください。
●プリンターの双方向機能には対応しておりません。
●デジカメはUSBマスストレージクラスの転送に対応している必要があります。
●USBハブは接続できません。
●省電力設定の対応機器は、弊社ホームページ（http://www.iodata.jp/）をご覧ください。
　（省電力設定の動作確認機種以外には省電力設定を有効にしないでください。）

背 面

②電源ボタン 本製品の電源を入/切します。

⑤USBポート１

⑥カートリッジ固定ロック

③[STATUS]ランプ

名　称 機　能
①［POWER］ランプ

④[FUNC]ボタン

⑦スライドスイッチ

赤点灯
緑点灯
消灯

電源ケーブルが電源コンセントに接続されている状態（スタンバイ状態）
電源が入っている状態
電源コンセントが接続されていない状態

緑点灯
緑点滅
赤点滅

赤点灯

正常に起動完了した状態
システム処理中
ディスクエラー、使用量警告、UPSに関するエラー状態
（エラーに対処するまで点滅し続けます。エラー内容は設定画面の「お知らせ」で確認してください。）

上記（赤点滅）以外のエラー状態
（[FUNC.]ボタンを押すか、設定画面の「お知らせ」を確認すると緑点灯/点滅に変わります。）

USB機器を接続します。
※接続できるUSB機器については、【USBポートにつながる機器】をご覧ください。
※[USBポート１]にバスパワーハードディスクは接続できません。必ずセルフパワーにてご利用ください。
※パソコンのUSBポートとの接続はできません。

前面の［USBポート１］に接続したUSB機器のデータを、内蔵ハードディスクにコピーします。
“ピッ”と音がするまで押します。（クイックコピーモード有効時のみ）

UNLOCK
LOCK

すべてのカートリッジのスライドスイッチを操作（LOCK/UNLOCK）できるようにします。
すべてのカートリッジのスライドスイッチをUNLOCKできない（カートリッジを取り外
せない）ようにします。

UNLOCK
LOCK

カートリッジが故障した場合、スライドさせて取り外します。
カートリッジを取り付けたときにスライドさせます。

⑧[ACCESS]ランプ 青点灯
青点滅
赤点灯
赤点滅
消灯

本製品内蔵ハードディスクへアクセスがない状態
本製品内蔵ハードディスクへアクセス中
起動停止/RAID 崩壊時にディスクが接続されているスロット
ディスクが故障しているか容量不足
取り外し処理が完了した状態

名　称 機　能
⑨シール貼付位置 添付の［インデックスシール］を貼る場所です。

⑩取っ手

⑪～⑭
カートリッジ1～4
スロット1～４

カートリッジを挿入する場所です。
カートリッジ交換時には、右の【オプション品について】をご覧ください。

⑮シリアル番号(S/N) １２桁の英数字です。ユーザー登録やサポートソフトのダウンロードの際に使用します。

⑯MACアドレス 「00A0B0」で始まる12桁の英数字です。

⑰メインファン 本製品全体を冷却します。ふさがないでください。

⑱[ACT/LINK]ランプ 黄点灯
黄点滅
消灯

LANリンク時
データ送受信中
LAN未接続

⑲[1000/100/10]
　ランプ

橙点灯
緑点灯
消灯

1000BASE-Tで接続中
100BASE-TXで接続中
LAN未接続または10BASE-Tで接続中

⑳LANポート 本製品添付のLANケーブルを接続します。
※Auto MDI/MDI-Xですので、ストレートおよびクロスケーブルのどちらのケーブルでも接続できます。

USB機器を接続します。
※［USBポート2］には、バスパワーモードのUSBハードディスクは接続できません。必ずセルフパワーにてご利用ください。
※接続できるUSB機器については、【USBポートにつながる機器】をご覧ください。
※パソコンのUSBポートとの接続はできません。

21USBポート2

eSATA機器を接続します。
※接続できるeSATA機器については、【eSATAポートにつながる機器】をご覧ください。
※パソコンをeSATAポートに接続できません。

本製品の［IPアドレス］［管理者パスワード］［ジャンボフレーム］設定を初期化します。（ハードディスク内のデー
タは残ります。）
LANケーブルを取り外した後、本製品の電源を入れたまま、［STATUS］が点滅するまで、約２秒以上押せば
初期化されます。
※すべての設定を初期化する場合は、本製品の設定画面で行ってください。

23　[RESET]ボタン

市販のセキュリティワイヤーご利用時には、この穴にワイヤーを通してください。24セキュリティワイヤー
　取付穴

盗難防止用のロックケーブルを購入し、取り付けることができます。
※ケンジントンスロットとは、 ケンジントンロックに合うように作られたセキュリティスロットのことです。ケンジントンロックを
　固定された安全な机やラックなどに巻き付け、スロットに差し込みカギをかけることで盗難を防ぎます。詳しくは、
　Kensingtonマイクロセーバーのホームページをご覧ください。
　http://www.nanayojapan.co.jp/products/security/ 

25ケンジントン
　スロット

電源ユニットを冷却します。ふさがないでください。26電源ファン

添付の「電源ケーブル」を接続します。27電源コネクター

2５

2６

2７

⑯

⑰

⑱
⑲

⑮

⑳ 2２ 2３

2４

21

22eSATAポート

前 面 ⑦ ⑧
①
②
③
④

⑤

⑥

⑨

⑪

⑫

⑬

⑭

⑩

FUNC.

カートリッジを取り外す時に使用する取っ手です。※吸気口となっていますので、ふさがないでください。

型　番

保証期間 ご購入日より 36 ヶ月間有効です

HDL-XVWシリーズ

ふりがな

お名前

TEL.

様

ご住所

ご購入日

住所・店名

TEL.

取扱説明書などの注意書きに従った正常な使用状態で、保証期間内に故障
した場合には、ハードウェア保証規定に従った保証を行いますので、商品と
本保証書をご持参ご提示の上お買い求めの販売店または、弊社（修理セン
ター宛）にご依頼ください。

記入漏れがありますと、保証期間内でも無料修理が受けられませんのでご注意ください。 
販売店欄は販売店でご記入いただくものです。 記入がない場合はお買い上げの販売店
にお申し出ください。
また、本保証書は再発行いたしませんので紛失しない様大切に保管してください。

1. お客様へ商品をお渡しする際は必ず販売日をご記入日欄に
    記入し貴店名／住所、貴店印をご記入ご捺印ください。

2. 記載漏れがありますと、保証期間内でも無償修理が受けられ
    ません。

「ハードウェア保証規定」をご確認の上、☆印の箇所に楷書で明確にご記入ください。 

〒

ご販売店様へ

■ファイヤーウォールソフトをお使いの場合、本製品へアクセスできない場合があります。
　その場合、ファイヤーウォールソフト側で、65番、137～139番、445番、51055番、51065番のポートにア
クセス許可する設定を行ってください。
■接続可能端末数について
　本製品にネットワーク経由で接続可能な端末数について、Windowsでは制限は設けておりませんが、同時接続台
数が増加するとパフォーマンスが低下します。

ネットワークで共有する場合の注意

Windows

Mac OS

推奨する同時接続台数は20台まで

推奨する同時接続台数は8台まで（最大16台まで）

■本製品に保存できるファイルやフォルダー名は、OSにより以下の文字数までとなっています。

Windows
Mac OS 半角255文字（全角85文字）まで

半角255文字（全角85文字）まで ※使用する文字によっては、使用可能な文字数が少なくなる場合があります。



パソコンのIPアドレスの確認方法
パソコンのIPアドレスの確認手順について説明しています。
また、ネットワーク内にDHCPサーバーがあるかどうかの確認手順についても説明しています。

パソコンのIPアドレスは、添付ソフトウェア「Magical Finder」でも確認できます。
①「Magical Finder」で本製品を選択し、［IP設定］ボタンをクリックします。
②表示された画面下に［このコンピュータのIPアドレス］の項目に表示されている内容が現在
のパソコンのIPアドレスなどの設定です。
　※「Magical Finder」でパソコンのIPアドレスを変更することはできません。

ご利用のネットワーク内にDHCPサーバーがあるかどうか（動作しているかどうか）は、パソコ
ン上から確認することができます。
※通常、ご使用のネットワーク環境に、「ブロードバンドルーター」「ルーター機能付きのADSLモデム」
　「Windows Server」などがある場合は、これらのDHCPサーバー機能を使用している可能性
　があります。
以下の手順で表示される一覧の「DHCP Server」（「DHCPサーバー」）欄にIPアドレスが表示
される場合は、DHCPサーバーがあると判断できます。

パソコンのIPアドレスの確認方法

DHCPサーバーの確認方法

1［スタート］→［（すべての）プログラム］→［アクセサリ］→［コマンドプロンプト］を開きます。
2 IPCONFIG -ALL（Gと-の間にスペースが入ります）と入力してEnterキーを押します。
3 表示された一覧中の[DHCP Server]欄にIPアドレス（DHCPサーバーのIPアドレス）が表示されていれば、
DHCPサーバーがあると判断できます。

Windows XP/2000の場合

ご使用のDHCPサーバーの機能が搭載されている機器の取扱説明書などをご覧ください。
【パソコンのIPアドレスの確認】手順の画面で、［IPv4を設定：］（または［設定：］）欄が、「DHCPサーバを参照」
となっている場合は、DHCPサーバーがあると判断できます。

Mac OS Xの場合

■ハードディスクに記録されたデータは、OS上で削除したり、ハードディスクをフォーマットするなどの作業を行
　っただけでは、特殊なソフトウェアなどを利用することで、データを復元・再利用できてしまう場合があります。
　その結果として、情報が漏洩してしまう可能性もありますので、情報漏洩などのトラブルを回避するために、
　データ消去のソフトウェアやサービスをご利用いただくことをおすすめします。

■本製品を廃棄する際は、地方自治体の条例にしたがってください。

製品を廃棄あるいは譲渡などされる際の注意事項

・ハードディスク上のソフトウェアについて
ハードディスク上のソフトウェア（OS、アプリケーションソフトなど）を削除することなくハードディスクを譲渡すると、ソフトウ
ェアライセンス使用許諾契約に抵触する場合があります。

直販サイト「アイオープラザ」より
　①付属品をはじめ、すべての弊社製品を販売中。
　②万一でも安心の製品保障サービス受付。
　③新規会員登録で、優待ポイント1,000円分進呈。

※特典内容は予告なく変更する場合があります。

www.ioplaza.jp/pkg.htm
アイオープラザ

本製品には、GNU General Public License Version3（GPLｖ3）に基づいた、ソフトウェアが
含まれています。
変更済みGPL対象モジュール、GNU General Public License、及びその配布に関する条項につ
いては、弊社のホームページにてご確認ください。
これらのソースコードで配布されるソフトウェアについては、弊社ならびにソフトウェアの著作者は一
切のサポートの責を負いませんのでご了承ください。

使用ソフトウェアについて この装置は、クラスＡ情報技術装置です。この装置を家
庭環境で使用すると電波妨害を引き起こすことがあり
ます。この場合には使用者が適切な対策を講ずるよう
要求されることがあります。　　　　　　　VCCI-A

アフターサービス

LAN DISK　管理者マニュアル

困ったときや詳細な使い方について

　管理者マニュアルには、以下のような情報を掲載しております。
　ご利用方法やメンテナンス方法などをお調べいただく際にぜひご利用ください。

　・初期設定
　・本製品の各機能（バックアップ、レプリケーション、使用容量制限、アクセス制限）について
　  のご紹介と説明
　・対応するRAIDモードのご紹介と説明
　・ハードディスクの交換方法

画面で見るマニュアル

　【画面で見るマニュアル】は、本製品の詳細マニュアルです。
　各機能の設定方法を詳細にご説明しております。
　また、項目「困ったときには」でトラブルシューティングも記載しておりますので、各設定の
　詳細内容の確認やお困りの際には、【画面で見るマニュアル】をご確認ください。

　●【画面でみるマニュアル】の見かた
　　①添付CD-ROMをパソコンにセットします。
　　②表示された画面から、
　　　[画面で見るマニュアル]を
　　　クリックします。

　　※本製品の設定画面からも参照できます。

【ご注意】
1)本製品及び本書は株式会社アイ・オー・データ機器の著作物です。したがって、
本製品及び本書の一部または全部を無断で複製、複写、転載、改変することは法
律で禁じられています。

2)本製品は、医療機器、原子力設備や機器、航空宇宙機器、輸送設備や機器、兵器
システムなどの人命に関る設備や機器、及び海底中継器、宇宙衛星などの高度な
信頼性を必要とする設備や機器としての使用またはこれらに組み込んでの使用は
意図されておりません。これら、設備や機器、制御システムなどに本製品を使用
され、本製品の故障により、人身事故、火災事故、社会的な損害などが生じても
、弊社ではいかなる責任も負いかねます。設備や機器、制御システムなどにおい
て、冗長設計、火災延焼対策設計、誤動作防止設計など、安全設計に万全を期さ
れるようご注意願います。

3)本製品は日本国内仕様です。本製品を日本国外で使用された場合、弊社は一切の
責任を負いかねます。
また、弊社は本製品に関し、日本国外への技術サポート、及びアフターサービス
等を行っておりませんので、予めご了承ください。(This product is for use 
only in Japan. We bear no responsibility for any damages or 
losses arising from use of, or inability to use, this product outside 
Japan and provide no technical support or after-service for this 
product outside Japan.)

4)本製品は「外国為替及び外国貿易法」の規定により輸出規制製品に該当する場合
があります。
国外に持ち出す際には、日本国政府の輸出許可申請などの手続きが必要になる場
合があります。

5)お客様が録画・録音したものは、個人として楽しむなどのほかは、著作権法上、
権利者に無断で使用できません。

6)著作権を侵害するデータを受信して行うデジタル方式の録画・録音を、その事実
を知りながら行うことは著作権法違反となります。

7)本製品を運用した結果の他への影響については、上記にかかわらず責任は負いか
ねますのでご了承ください。

お使いになる方への危害、財産への損害を未然に防ぎ、安全に正しくお使いいただくための注意事項を記載しています。ご使用の際には、必ず記載事項をお守りください。

安全のために

危険

警告
注意

● 警告および注意表示
この表示の注意事項を守らないと、死亡または重傷を負う危険が生
じます。

この表示の注意事項を守らないと、死亡または重傷を負うことがあ
ります。

この表示の注意事項を守らないと、けがをしたり周辺の物品に損害
を与えたりすることがあります。

注意

● 絵記号の意味

禁止

指示を守る

危険

本製品を修理・改造・分解しない
火災や感電、破裂、やけど、動作不良の原因になります。

電源（ACアダプター・ケーブル・プラグ）について
ACアダプターや接続ケーブルは、添付品または指定品のもの以外を使わない
ケーブルから発煙したり火災の原因になります。

AC100V（50/60Hz）以外のコンセントにつながない
発熱、火災の恐れがあります。

ケーブルにものをのせたり、引っ張ったり、折り曲げ・押しつけ・加工などはしない
火災、感電の原因になります。

ゆるいコンセントにつながない
電源プラグは、根元までしっかりと差し込んでください。

根元まで差し込んでもゆるみがあるコンセントにはつながないでください。発熱して火災の原因になります。

電源プラグを抜くときは電源ケーブルを引っ張らない
電源プラグを持って抜いてください。電源ケーブルを引っ張るとケーブルに傷が付き、火災や感電の原因になります。

本製品を踏まない
破損し、けがの原因になります。特に、小さなお子様にはご注意ください。

本製品の取り付け、取り外し、移動は、必ずパソコン本体・周辺機器および本製品の電源を切り、コンセ
ントからプラグを抜いてから行う
電源コードを抜かずに行うと、感電の原因になります。

雷が鳴り出したら、本製品や電源ケーブルには触れない
感電の原因になります。

ぬらしたり、水気の多い場所で使わない
火災・感電の原因になります。

・お風呂場、雨天、降雪中、海岸、水辺でのご使用は、特にご注意ください。

・水の入ったもの（コップ、花びんなど）を上に置かないでください。

本製品の周辺に放熱を妨げるような物を置かない
火災の原因になります。

故障や異常のまま、つながない
本製品に故障や異常がある場合は、必ずつないでいる機器から取り外してください。

そのまま使うと、火災・感電・故障の原因になります。

煙がでたり、変なにおいや音がしたら、すぐに使うのを止める
そのまま使うと火災・感電の原因になります。

警告

長時間にわたり一定個所に触れ続けない
本製品を一定時間使うと、本製品が熱く感じる場合があります。
ただし、長時間にわたり一定個所に触れ続けると、低温やけどを起こす恐れがあります。

人が通行するような場所に配線しない
足を引っ掛けると、けがの原因になります。

煙が出たり、変な臭いや音がしたら、すぐにコンセントからプラグを抜く
そのまま使うと火災・感電の原因になります。

添付のACアダプターや接続ケーブルは、他の機器につながない
添付の電源ケーブルおよびACアダプターは本製品専用です。他の機器につなぐと、火災や感電の原因になります。

じゅうたん、スポンジ、ダンボール、発泡スチロールなど、保温・保湿性の高いものの近くで使わない
火災の原因になります。

熱器具のそばに配線しない
ケーブル被覆が破れ、火災や感電、やけどの原因になります。

本製品の小さな部品（ネジなど）を乳幼児の手の届くところに置かない
誤って飲み込み、窒息や胃などへの障害の原因になります。万一、飲み込んだと思われる場合は、ただちに医師にご相談ください。

ActiveImage Protector Desktop インストールに関するお問い合わせ先

株式会社ネットジャパン

電話番号： 03-5256-0860

email： Active-Support@netjapan.co.jp

サポートサービス受付時間： 09:30 ～ 12:00 および 13:00 ～ 17:00

（土・日・祝日およびネットジャパン休業日を除く）

※インストール以外のお問合せについては、別途ネットジャパン社よりサポートサービスをご購入いただく必要があります。

弊社のハードウェア保証は、ハードウェア保証規定（以下「本保証規定」といいます。）に明示した条件のもとにおい
て、アフターサービスとして、弊社製品（以下「本製品」といいます。）の無料での修理または交換をお約束するもので
す。

1 保証内容
取扱説明書（本製品外箱の記載を含みます。以下同様です。）等にしたがった正常な使用状態で故障した場合、ハード
ウェア保証書をご提示いただく事によりそこに記載された期間内においては、無料修理または弊社の判断により同等品へ
交換いたします。

2 保証対象
保証の対象となるのは弊社が提供する最新のファームウェア、またはソフトウェアを適用した本製品の本体部分のみとな
ります。ソフトウェア、付属品・消耗品、または本製品もしくは接続製品内に保存されたデータ等は保証の対象とはなり
ません。

3 保証対象外
以下の場合は保証の対象とはなりません。
1) 保証書に記載されたご購入日から保証期間が経過した場合
2) 修理ご依頼の際、ハードウェア保証書のご提示がいただけない場合
3) ハードウェア保証書の所定事項（型番、お名前、ご住所、ご購入日等〔但し、ご購入日欄については、保証期間が

無期限の製品は除きます。〕）が未記入の場合または字句が書き換えられた場合
4) 火災、地震、水害、落雷、ガス害、塩害およびその他の天災地変、公害または異常電圧等の外部的事情による故障

もしくは損傷の場合
5) お買い上げ後の輸送、移動時の落下・衝撃等お取扱いが不適当なため生じた故障もしくは損傷の場合
6) 接続時の不備に起因する故障もしくは損傷、または接続している他の機器やプログラム等に起因する故障もしくは

損傷の場合
7) 取扱説明書等に記載の使用方法または注意書き等に反するお取扱いに起因する故障もしくは損傷の場合
8) 合理的使用方法に反するお取扱いまたはお客様の維持･管理環境に起因する故障もしくは損傷の場合
9) 弊社以外で改造、調整、部品交換等をされた場合
10) 弊社が寿命に達したと判断した場合
11) 保証期間が無期限の製品において、初回に導入した装置以外で使用された場合
12) その他弊社が本保証内容の対象外と判断した場合

4 修理
1) 修理を弊社へご依頼される場合は、本製品とご購入日等の必要事項が記載されたハードウェア保証書を弊社へお持

ち込みください。本製品を送付される場合、発送時の費用はお客様のご負担、弊社からの返送時の費用は弊社負担
とさせていただきます。

2) 発送の際は輸送時の損傷を防ぐため、ご購入時の箱・梱包材をご使用いただき、輸送に関する保証および輸送状況
が確認できる業者のご利用をお願いいたします。弊社は、輸送中の事故に関しては責任を負いかねます。

3) 本製品がハードディスク・メモリーカード等のデータを保存する機能を有する製品である場合や本製品の内部に設
定情報をもつ場合、修理の際に本製品内部のデータはすべて消去されます。弊社ではデータの内容につきましては
一切の保証をいたしかねますので、重要なデータにつきましては必ず定期的にバックアップとして別の記憶媒体に
データを複製してください。

4) 弊社が修理に代えて交換を選択した場合における本製品、もしくは修理の際に交換された本製品の部品は弊社にて
適宜処分いたしますので、お客様へはお返しいたしません。

5 免責
1) 本製品の故障もしくは使用によって生じた本製品または接続製品内に保存されたデータの毀損・消失等について、

弊社は一切の責任を負いません。重要なデータについては、必ず、定期的にバックアップを取る等の措置を講じて
ください。

2) 弊社に故意または重過失のある場合を除き、本製品に関する弊社の損害賠償責任は理由のいかんを問わず製品の価
格相当額を限度といたします。

3) 本製品に隠れた瑕疵があった場合は、この約款の規定に関わらず、弊社は無償にて当該瑕疵を修理し、または瑕疵
のない製品または同等品に交換いたしますが、当該瑕疵に基づく損害賠償責任を負いません。

6 保証有効範囲
弊社は、日本国内のみにおいてハードウェア保証書または本保証規定に従った保証を行います。本製品の海外でのご使用
につきましては、弊社はいかなる保証も致しません。　Our company provideｓ the service under this 
warranty only in Japan.

●送料は、発送時はお客様ご負担、返送時は弊社負担とさせていただいております。

●有料修理となった場合は先に見積をご案内いたします。（見積無料）
金額のご了承をいただいてから、修理をおこないます。

●内部にデータが入っている製品の場合、厳密な検査のため、内部データは
消去されます。何卒、ご了承ください。
バックアップ可能な場合は、お送りいただく前にバックアップをおこなっ
てください。弊社修理センターではデータの修復はおこなっておりません。

●お客様が貼られたシール等は、修理時に失われる場合があります。

●保証内容については、ハードウェア保証規定に記載されています。

●修理品をお送りになる前に製品名とシリアル番号（S/N）を控えておいてください。

修理を依頼される場合は、以下の要領でお送りください。

http://www.iodata.jp/support/after/修理について詳しくは…

ご提供いただいた個人情報は、製品のお問合せなどアフターサービス及び顧客満足度向上のアンケート以外の目的には利用いたしません。
また、これらの利用目的の達成に必要な範囲内で業務を委託する場合を除き、お客様の同意なく第三者へ提供、または第三者と共同して利用いたしません。

本製品

メモメモ

※メモの代わりにWeb掲載の
　修理依頼書を印刷すると便利です。

●氏名
●FAX番号
●住所

●メールアドレス
●電話番号

●症状

お問い合わせについて

ハードウェア保証書または
お買い上げ時のレシート

それでも解決できない場合は、サポートセンターへ

お問い合わせいただく前に、以下をご確認ください

＜ご用意いただく情報＞
製品情報（製品名、シリアル番号など）、パソコンや接続機器の情報（型番、OSなど）

弊社サポートページのQ&Aを参照
http://www.iodata.jp/support/

最新のソフトウェアをダウンロード
http://www.iodata.jp/lib/

梱包は厳重に！
弊社到着までに

破損した場合、有料修理と

なる場合があります。

宅配便で送付
紛失をさけるため宅配

便でお送りください。

〒920-8513 石川県金沢市桜田町2丁目84番地
株式会社  アイ・オー・データ機器  修理センター 宛

修理について

※受付時間　9：00～17：00　月～金曜日（祝祭日をのぞく）

http://www.iodata.jp/support/インターネット :

電話 :

FAX :

『画面で見るマニュアル』の「困ったときには」を参照

ハードウェア保証規定

1［スタート］→［すべてのプログラム］→［アクセサリ］→［コマンドプロンプト］を開きます。
2 IPCONFIG -ALL（Gと-の間にスペースが入ります）と入力してEnterキーを押します。

Windows 7/Vistaの場合

3 表示された一覧中の[DHCP有効]欄に「有効」と表示されていれば、DHCPサーバーがあると判断できます。

1 画面の右上（下）にマウスポインターを移動し、チャームが表示されたら、[検索] をクリックします。
2

IPCONFIG -ALL（Gと-の間にスペースが入ります）と入力してEnterキーを押します。

Windows 8の場合

3

表示された一覧中の[DHCP有効]欄に「有効」と表示されていれば、DHCPサーバーがあると判断できます。4

[コマンドプロンプト]をクリックします。


